
 「恐れるな。わたしがあなたとともにいるからだ。わたしは東から、あなたの

子孫を来させ、西から、あなたを集める。わたしは、北に向かって『引き渡せ。

』と言い、南に向かって『引き止めるな。』と言う。わたしの子らを遠くから来さ

せ、わたしの娘らを地の果てから来させよ。」イザヤ書43章5節、6節
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バルフォア宣言に至る２００年以上も
の間、イギリスで福音的教会において、
約束の地でのイスラエル回復のための
広いビジョンが発展していきました。こ
の理解とそれに伴う祈りを通して、神様
がイギリスに対して神様の心にある働き
を支援するという召しが明確にされまし
た。しかしながら、第一次世界大戦の終
わりに、聖地のイギリス統治が始まって
間もなく、私たちの国はバルフォア宣言
を否定し、ユダヤ人たちに背を向けたの
です。

エルサレムに向けてー主の御手が現され
る！
１９１７年１０月３１日、アレンビー将
軍の指揮下にあった同盟軍によるベール
シェバへの攻撃は、沿岸からガザへの地
区のトルコ軍の防備を突破することがで
きませんでした。そして、多くの馬のため
の水が不足するという非常事態が起こりま
した。この戦闘の鍵の部分は、オーストラ
リア第四軽馬旅団による攻撃でした。これ
によって、トルコ前線を突破し、ベールシェ
バを占領することができたのです。それに
伴い、必要な水も確保することができまし
た。これによって、同盟国がエルサレムへ
進んでいき、ダマスコにまで行く道が開か
れ、聖地の４００年以上にわたるイスラ
ム支配に終焉をもたらすことになったの
です。
この戦闘は１９１７年１０月３１日、イ
ギリスの外務大臣バルフォアが、バルフォ
ア宣言に署名をしたのと同じ日に起こりま

した。そして、この宣言は、１９１７年１１月
2日に発表されました。

二人の友人とユダヤ人の故郷のための導き
バルフォアは、幼少時代をスコットランドで
過ごし、イェシュアの再臨とユダヤ人のパレ
スチナへの帰還（イザヤ書11：12&43：5，6
）を信じるクリスチャンの家庭で育ったこと
によって影響を受けていました。そしてその
後、1904年にマサチューセッツにおいて、チ
ャイム・ウェイツマンに出会いました。

チャイム・ウェイツマンは、ベラルースのユダ
ヤ人の大家族で育ち、マサチューセッツに行
くまでは、ドイツで生化学を学びました。そ
の後、彼はイギリスのシオニスト運動の指導
者になりました。第一次世界大戦において、
彼は火薬の重要な化学物質を作り出し、イギ
リス政府と、すでに友人であったバルフォア
の関心を呼びました。バルフォア宣言は次の
ように言っています。

バルフォア宣言
「英国政府は、ユダヤ人がパレスチナの地

に国民的郷土を樹立することにつき好意を
もって見ることとし、その目的の達成のため
に最大限の努力を払うものとする。ただし、
これは、パレスチナに在住する非ユダヤ人の
市民権、宗教的権利、及び他の諸国に住むユ
ダヤ人が享受している諸権利と政治的地位
を、害するものではないことが明白に了解さ
れるものとする。」　　　　　

バルフォア宣言を
心に留める  

国 際

JOAN THOMAS
ジョアン・トーマス

祈りのチーム
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エベネゼル出エジプト作戦のための祈りの召
し

祈りの団体として、わたしたちは２０１１年
７月に、1938年７月に行われたヴァンゼー会
議の73年記念式典に呼ばれました。エベネ
ゼルは、ヴァンゼー会議における国家的失敗
だけではなく、１９１８年から１９４８年の
間のイギリス委任統治機関の大きな罪の歴
史に、注意を向けさせられました。それで、２
０１１年７月以来、私たちはますます主に心
を開きへりくだり、これらの国家的な罪に対し
て、ダニエル（９章）がしたように、告白するよ
うに導かれました。

私たちは、イスラエルを非合法化し、約束の
地を相続させないようにさせようとする国際
的なキャンペーンの敵の欺きを打破するた
めの祈りの導きを聖霊様に求めているところ
です。私たちは、バルフォア宣言の権利が十
分に守られるために、熱心に、政府、教会、軍
隊のために祈っています。

私たちは、イギリス委任統治の条件を破り、ユ
ダヤ人に背を向け、彼らの苦境を悪化させた
ことのゆえに、今年イギリス政府として、ユダ
ヤ人とイスラエルに謝罪するように主に求め
ているところです。

バルフォア宣言は、１９２０年にサンレモ宣
言において国際法と国際連盟の規約22条に
組み込まれました。これはイスラエルの再生
のための決断と、国連がパレスチナを分割し
てイスラエル国家を誕生させる決断のため
に重要な要素となりました。

１９４７年１０月１１月に、ウェールズ聖書
大学において、ユダヤ人のために祈るように
導かれました

「リーズ・ハウエルズ　とりなし」という本の
２４４ページを引用します。

「神様が４０００年前にアブラハムと結ば
れた契約のゆえに、神様がご自身の民を祖国
へ導いてくださるように祈りました。そして、パ
レスチナが再びユダヤ国家となるように祈り
ました。」・・・祈りがその後に行われる国連の
投票のために向けられました。・・・第一回目
の投票においては、パレスチナの分割は達成
されませんでした。それでウェールズ大学で
はさらに強く祈りました。そしてその祈りの中
で、彼らは信仰において、「神の御使いたちが
神の民のために国連において人々に影響を
与えておられる」のを見ました。そして完全な
勝利の確信を得たのです。」

国連総会において、パレスチナ分割に関して、
３３票が賛成、１３票反対、そして１０票が
棄権で、結果として１９４８年５月１４日、デ
ィビッド・ベン・グリオンによって、イスラエル
国家の樹立が宣言されました。

ディビッド・ベン・グリオン
（ 初 代 イス ラ エ ル 首 相 ）

は、1948年５月１４日に、
テル・アビブにおいて、公
式にイスラエル国家の樹
立宣言をしました。
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アリヤー(Aliyah)：
ユダヤ人が約束の地、イスラエ
ルに帰還することを意味します。

ユダヤ機関(Jewish Agency)：
1929年 C.ワイズマンによって創
設され，エルサレムに本部をも
つユダヤ人の国際的機関。パレ
スチナにユダヤ人の本拠を設け
るというシオニストの計画の対
外機関。パレスチナへのユダヤ
移民の監督，ユダヤ系経済組織
の確立などに努める。

オリム(Olim)：
イスラエルに帰還するユダヤ人

用語解説



二つの家族が、ユダヤ人が帰るべく召している
地で新しい生活を始めることによって、神の御
計画が成就されました。

イゴルとアンジェラと１８歳の娘のリディアは、す
でにイスラエルの在住している二人の息子に合
流することができました。その二人の息子のうち
の一人を、以前エベネゼルがアリヤーの支援をし
ていました。ですから、今回彼らが残りの家族と、
約束の地において合流できるのを見ることは本
当にすばらしいことでした。二人の息子のうちの
一人は結婚して二人の子供がいました。イゴルと
アンジェラは孫たちが成長するのを近くで見守る
ことができるのです。神様は本当によいお方です！

神様の召しに従ったもう一つの家族は、ジェナデ
ィーとルシアとその娘のイナです。エベネゼルは、
彼らの書類手続きのための費用全般を支援する
ことができました。ジェナディーは、私たちのすべ
ての支援に感謝していました。彼は、彼の親戚は
皆すでにアリヤーしていると語っていました。です
から、家族とのすばらしい再会が待っているので
す！

イスラエルで再会する 

勇敢な一歩！
私たちが初めてジュリアとその息子のブラデ
ィミルに出 会ったのは、２ ０ １ ４ 年のハヌ
カプロジェクトの一環として食糧の小包みを
配布していた時に、彼らの家の前の通りでし
た。その一年後、私たちは彼らと再会し、その
折に、彼らにアリヤーするように励ましまし
た。

シングルマザーにとってこれは非常に勇気のい
る一歩でしたが、ジュリアは２０１６年２月に
ついに決心し、その2か月後に、イスラエル領事
館に必要な書類を提出するための準備を始め
ました。その手続きは１０か月かかりましたが、
ジュリアとブラディミルはアリヤーする許可を得
ることができたのです。エベネゼルは、彼らのパ
スポート取得を支援することができました。そし
て、彼らをアリヤー便に乗るために空港まで送
って行きました。

ジュリアが祖先の地での新しい生活のために
モルドバから出発することで、兄が励まされ、彼
もまた後に続いてアリヤーすることになりまし

た。彼は現在イスラエル領事館に申請書を提出
して手続き中です。ですから、ジュリアとブラディ
ミルもイスラエルにおいて家族と合流すること
ができる日も遠くはないことでしょう！

モ ルド バ

パベル＆リナ
PAVEL & LINA

モルドバ支部リーダー

写真
上は約束の地に向かう

アンジェラとリディア
右：ルシアとジェナィー

そしてイナ
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今年の初めの３か月の間に、私は２２の家
族を訪れました。その中のほとんどの家族
が、アリヤーするための書類を準備し始め
ていると語ってくれました。

このオリム候補の人々の中には、医薬品の支
援を受けていた人たちもいました。他にも、い
くつかの貧困家庭には支援物資を届けていま
した。その中の一人はセルゲイ（写真上）です。
彼は大きな病気を患い、家族も亡くしていまし
た。私たちは彼がユダヤ機関に行くのを支援
し、そこでイスラエル領事の面接の準備がな
されました。私たちは彼が飛行機でイスラエ
ル帰還するのを支援する予定です。

もう一人、私たちがコンタクトを取ったゲオフ
ィリーという人がいます。彼はすばらしい音楽
家で、彼もまた家族とともにイスラエルに帰還
する決意をしました。エベネゼルは今彼のパ
スポート取得を手伝っているところです。

また、幼少のころからユダヤ人であることで差

別を受けただけでなく、癲癇を患ってきたビク
トリアという方がいました。彼女もまた、アリヤ
ーするために、書類の準備、手続きの支援のた
めに、エベネゼルへやってきました。

支援の元に来て

ルボフの夢
「私は今までずっとユダヤ人差別を受けて
きました。と、ルボフは言いました。「サマー
キャンプの時でさえ、私はばかにされ、笑わ
れ、ひどい差別を受けました。ある時は、兄
が私を時間より早く家に連れて帰りました。
なぜなら、その屈辱が耐え難いものだった
からです。」

「私の父は、著名な科学者でしたが、その後、
迫害を受け始めたので、私たちは心の中に恐
れを持ちながら生活していました。別の時に
は、私たちは、問題を避けるために、ダチャ（週
末の別荘）に逃げなければなりませんでした。
」ルボフは、このような中で、アリヤーを夢見は
じめたのです。

彼女は大人になってユダヤ人と結婚し、娘が
一人生まれました。彼らはイスラエルに帰還す
ることを考えていましたが、突然娘が異邦人の
ロシア人と恋愛し結婚したのです。そういうわ
けで家族はアリヤーすることを延期しました。
その若い夫婦には息子がいました。その息子

が６歳になった時にユダヤ人センターで行わ
れたイベントに参加しました。そこで初めて彼
は自分がユダヤ人であることを誇りに思うこと
ができました。ルボフは、彼らが早く一緒にイ
スラエルに帰還することができることを望んで
います。

ロ シ ア

ニコライ
NIKOLAI
ピャティゴルスク地区代表

ロ シ ア

イリナ
IRINA
ノボシビルスク地区
アドミニストレーター

4 | エベネゼル・出エジプト作戦 神の民の帰還を助ける | 5 



「 私 は 何 がで きるの だろう？どうすれ ばよ
いのだろう？」とオルガは泣きました。息子
のバディムが脳性まひを患っていたのです
が、今回は脳腫瘍と診断されてしまったの
です。モスクワでの脳腫瘍の手術は何百万
ルビーもかかるのです！そこで、オルガはバ
ディムを連れてアリヤーすることに決めまし
た。イスラエルに行けば支援を受けることが
できると知っていたからです。

その後オルガはエベネゼルに次のような手
紙を送ってきました。

「私はエベネゼルが私たちを支援してくださ
ったことを本当に感謝しています。エベネゼ
ルからの経済的支援によって、パスポート取
得をすることができました。その他にも、医師
が飛行機に乗るまでの間同伴してもらうため
の費用も支援してくれました。もしそれがなか
ったら、私たちはアリヤーすることができなか
ったでしょう。同伴してくれる医師を探すのに
も何か月も要しました。私たちが自分たちで
探すのは不可能だったでしょう。それから、エ
ベネゼルは、バディムの車椅子が入る大きな
バスで私たちを迎えに来てくれました。本当
にありがとうございました。」

彼らの唯一の望みで
あるアリヤー

うれしい検査結果！
DNA検査によって、アナスタシアとルシアンとその3
人の子供たちはウクライナを出て、約束の地に住む
ことができるようになりました。

アナスタシアは次のように言っていました。「私の父は
イスラエルに１５年間住んでいましたが、私が生まれ
た時には認知されていなかったので、父は私の出生
証明書には記録されていなかったのです。私たちが
アリヤーすることを決めた時、弁護士に相談したとこ
ろ、DNA検査を受けるように言われました。そのことを
私の父親は承諾してくれました。そしてその直後に私
たちは検査を受ける準備をしました。そのことは、検査
費用のために、母親のアパートを売却することでした。
しかし、それは価値のあることでした。DNA検査は陽性
でした。その結果、私たちは昨年１１月にアリヤー申
請をしたのです。

私たちをウクライナにとどめるものはもはや何もあり
ませんでした。ルシアンは採石場で働いていましたが、
失業し、その後はタクシーの運転手をして生活をしの
いでいたのです。私はイスラエルでよりよい教育を受
けることを夢見ています。もし私たちが今イスラエルへ
行かなければ子どもたちはもう機会がないでしょう。
エベネゼルは、経済的にも実際的な面でも私たちを助
けてくれました。本当にありがとうございました。」

バディムやオルガのような尊い人たちを支
援することができることを主に感謝いたし
ます。どうか、旧ソ連でのエベネゼルの働き
のために、引き続きお祈りくださるようお
願いします。 

ウクライナ

タチアナ
TATIANA

ウクライナ地区代表

写真
オルガとバディム：イスラエ
ルでの手術が成功することを

願っている

夢を追いかけるアナスタシア
とルシアンそしてその家族、
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オレセアとアレクサンダーとその息子ディ
ミトリーは、新しい生活に向かっていきまし
た。オレセアは管理職をして働いていまし
た。彼女の夫はコンピューター技師でした。
彼らは成功していましたが、息子ディミトリ
ーのために新しい生活を求めていました。
彼らは、イスラエルに親戚もおり、彼ら自身
イスラエルに住む予定でした。

彼らは次のように語っていました。「私たちが
初めてエベネゼルチームに出会ったのは、ハ
ヌカウィークでした。彼らは食料品ボックスを
配布していたのです。私たちの息子はたくさ
んのお菓子の入ったボックスを受け取って大
喜びしていました。彼らの親切に、私たちの
心はふれられました。食糧のほかに、私たち
はエベネゼルの連絡先などの情報が書かれ
ている小冊子を受け取りました。しばらくして
から、それを見つけ、それがきっかけでエベ
ネゼルにコンタクトを取ってみようと思った
のです。タイムリーなエベネゼルの経済的支

援に心から感謝しています。書類やパスポー
ト取得に必要な費用などをエベネゼルが提
供してくれました。私たちは彼らの祝福を祈
ります。また、ユダヤ人みんながいつかアリヤ
ーすることができることを願っております。

親切心に触れられて

ついにアリヤーできました！
１７年後に母親が娘の後を追って約束
の地へ帰還しました。リュドミラの娘は
２０００年にユダヤ機関の学習プログ
ラムでイスラエルへ帰還しました。彼女
はイスラエルでの新しい生活が大変気
に入ったので、母親にもイスラエルに来
てほしいと思いました。リュドミラの兄も
すでにイスラエル帰還を果たしていまし
た。

しかし、リュドミラはロシアを出ようとは
せず、ビザの申請もしませんでした。でも
今年になって、イスラエルにいる彼女の
兄から電話があり、妹の支援を要請してき
ました。彼女には病気があり、イスラエル
のビザを取得するためにモスクワに行く
必要があるのですが、そのためにも支援
が必要なのでした。

電話を受けた翌日、私たちはリュドミラの
家を訪れました。すると、彼女はすばやい
対応に驚きを隠しきれない様子でした。「
すごく早いですね。兄がそちらに電話した

のは昨日のことなのに、今日来てくださる
とは！私は、心配する時間もありませんでし
たよ。」

ロ シ ア

ボロニャ＆ルバ
VOLODYA & LUBA
ロストヴ・オン・ドン　リーダー

ウクライナ

タチアナ
TATIANA
ウクライナ地区代表

写真
エベネゼルの支援に本当に
感謝して：アレクサンダー、
オレセア、ディミトリー

写真　　娘に合流する準備
をしているリュドミラとルバ
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長い間祈り準備してきましたが、ユダヤ
機関とともにベルリン支部を開設する
ことができました。このことによって、今
後ドイツやヨーロッパ各地からのアリ
ヤーを支援する新しい機会が開かれる
ことになります。私たちは、この神様の
働きの一端を担うことができることに感
謝しています。

７０人以上のゲストがこの新しいベルリン
支部のイスラエルプログラムセンター（IPC）
のオープニングに参加してくださいました。
ゲストの中には、ユダヤ機関の会長ナタン・
シャランスキーと、イスラエル副大使のア
ブラハム・ニルーフェルドクレインがいまし
た。彼は短い歓迎のスピーチをしました。こ
の時は、祝い、深い喜びと感謝にあふれる時
でした。長年の夢が、私たちの目の前で実現
されるのを見たのです！

このビジョンは、ユダヤ人の友人たちとの長
期にわたるパートナーシップを通して与えら
れたものです。共同の事務所と研修施設を
共有するということは、かなり大きなステッ
プです。私たちは一緒にこのことについて話
し合ってきました。そして遂にこのユニーク
なアイデアにたどり着き、協力してそのため
の適切な施設を探し始めました。

そして、私たちは、ベルリンのシャーロッテン

ベルリン支部が開設
されました

ブルク地区で、求めていたものを見つけたの
です。それは、６つの部屋がある十分な床面
積のある場所でした。ユダヤ機関から来てい
る私たちのパートナーもその場所を気に入り
ました。というのも、その場所は、イスラエル
へ帰還する人たちに支援したり、アドバイス
を求める人たちを迎えるのにとても適した良
い場所だったからです。

２つの部屋は、７０人まで収容できるミーテ
ィングルームで、IPCは事務所としてだけでは
なく、研修や映画上映や歓迎会などを催すこ
ともできる場所です。ということは、エベネゼ
ルにとっても、ドイツの首都に重要は支部を
持つことができた、ということを意味します。

私たちは、この発展を偉大な神様に感謝しま
す。また、長期に渡って、この働きの拡大のた
めに祈ってきてくださった方々に、心から感
謝しています。国際的なエベネゼルの家族の
皆さんと、国際的なリーダーシップのチーム
の皆さんにも感謝しています。なぜなら、皆さ
んの支援と励ましがなければ、ベルリンのイ
スラエルプログラムセンターは今日存在して
いなかったからです。

皆さん、１０月２６日から２９日にベルリン
で行われるヨーロッパエベネゼル大会にぜ
ひお越しください。皆さんを歓迎いたします。

ド イ ツ

ウィンフリド・ルドルフ
WINFRIED RUDLOFF

ベルリン支部

写真
左から右へ：ハンナ、

ウィンフリド・ルドルフ
カティア・ノボミンスキー（ユダ
ヤ機関イスラエルプログラム

センターIPCリーダー）
マルクス・エルンスト
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２０１７年アメリカサミット大会に、１４か
国からの参加者がありました。この大会はグ
アテマラ市のホテルにおいて、三日以上に
わたって行われました。サミット大会のオー
プニングの夕食会では、グアテマラのイスラ
エル副大使のヨアブ・カーツ氏が、イスラエ
ル国民を代表してエベネゼルの支援に対し
て感謝の言葉を述べていました。

それぞれのセッションや分科会は、前回のも
のを土台に建てあげられたものでした。大会
の宣伝スローガンは、「これからの時代のため
に、一つの一致したチームとして、ともに祈り、
主によって整えられていきましょう！」というも
のでした。そしてこのことが本当に成就したの
です！

ホテルのとなりには、現代のイスラエル国家
を尊ぶ記念碑が立っていました。それは、大き
なダビデの星をかたどった美しい小さな広場

一つの一致したチーム

アブラハムの驚くほどの喜び
アブラハムと彼の家族は、自分たちの生ま
れ育った地であるアメリカ合衆国に住むこ
とを喜んではいましたが、イスラエルこそが
自分たちの本当の故郷であり、神様に従っ
てそこに帰還するべきだということを知って
いました。

アブラハムの前妻の二人の子供たちは、しば
らく前にアリヤーしていました。そして最近、私
たちは彼の家族の残りの人たちが約束の地に
帰還するのを支援したところです。

この家族の中には２０１６年のクリスマスに

生まれたばかりの赤ちゃんのシラス・エスター
がいます。この日はハヌカの祭りの初日にあた
ります。「私たちは奇跡の時代に生きています。
」と、アブラハムはイスラエルに出発する前に
こう宣言していました。「私は５人の子供に恵
まれました。アブラハムのように、私は年老い
てから子供達が与えられました。私は、家族を
率いてともに約束の地に帰還できるという、こ
の偉大な、驚くべき喜びを言葉で表すことがで
きません。」彼は、このように言って出エジプト
作戦の支援に感謝していました。

です。その広場の形は星の形で、花壇と木々が
植えられていました。１４か国の代表者が集
まり、ユダヤ人がイスラエルの地に帰還し回
復することについて、主のみことばを宣言する
のになんと戦略的な場所でしょう！

ラ テ ン ア メ リ カ

ヘリベルト・ゴンサレス
HERIBERTO GONZALES
ラテンアメリカチーム

アメリカ合衆国

キャシー・アーディノ
KATHY ARDINO
USA　アリヤーディレクター
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私たちのUSAでの働きについての
短いビデオをご覧ください。

下のリンクから見ることができます。

http://operation-exodus.org/usa2017



私たちの格闘は血肉に対するものでは
なく、主権、力、この暗やみの世界の支
配者たち、また、天にいるもろもろの悪
霊に対するものです。」　エペソ6章12節

はるか昔から、イスラエルの地のための霊的、
物理的な戦いは継続しています。本当に、日の
下には新しいものはないのです！バルフォア
宣言１００周年をお祝いするにあたって、－
バルフォア宣言は、イスラエル国家の再建に
導かれる歴史的分岐点となりました。－戦い
が再び激しくなってきました。

イスラエルの地とユダヤ人のために神様の尊
いご計画と目的がなされるために、私たちが
主とともに、祈りによって、その働きの一端を担
うことができるということは、なんという特権な
のでしょう！

私たちが霊的な領域において、主に祈りをさ
さげていく時に、私たちは神様が目に見える
形で力強く働いてくださるのを見て喜びます！

イスラエル国家の背後にある真理に光が照ら
されることを忠実に求めて、神のみことばの約
束に立ち続けてきた人々や団体ゆえに、主に
感謝いたします。

 ﾍ 彼らの召しの内に歩み続けることができる
ように、彼らに力と励ましが与えられるよう
お祈りください。

バルフォア宣言は、１９２０年のサンレモ宣言
の中で、国際法に組み込まれました。そして、１
９４８年５月１４日、国連総会は、３３票対１
３票、１０票棄権で、パレスチナ分割に賛成しま
した。そしてこのことにより、イスラエル国家の樹
立宣言がなされたのです。

祈りの課題:

 ﾍ 欺きと歪曲を明らかにする真実のために。
 ﾍ 歴史的事実の国際的理解によって、イスラ

エルの再建の道が備えられました。このこと
を通して、さらにユダヤ国家に対する支援が
国々において起こされるようにお祈りくださ
い。

 ﾍ イギリス政府や教会や軍隊が、バルフォア
宣言の権限の保守を十分に受け入れること
ができますように。

 ﾍ 今年、イギリス政府によってイスラエルとユ
ダヤ人に対する謝罪がなされますように。

 ﾍ イギリス委任統治を支えることに失敗したこ
とについて、特に歴史の暗黒時代に、ユダヤ
人に対して軽蔑したりひどい扱いをしたこと
に対するゆるしが与えられますように。

バルフォアのための格闘「

祈 り

エリザベス・ウェブ
ELIZABETH WEBB

ヤングアダルト
国際祈りのコーディネーター
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対象年齢18-35歳 

2018年
7月23日

～
8月6日

Engage:Israel is an initiative of Ebenezer Operation Exodus used to inspire the next generation to see the Lordʼs prophecies being fulfi lled

8月6日

Check our Social Media for more info-　以下のサイトをチェックしてください。

EbenezerInt: 

Dare to go deeper 
with new tours 

&   http://engage-israel.org

ＴＨＹ
ＫＩＮＧＤＯＭ
ＣＯＭＥ エンゲージイスラエルはエベネゼルの働きの一部です。

次世代の若者たちが神の御心の中心であるイスラエルと
アリヤーに対するビジョンについてのインスピレーションを
与えるために画されています。



アジア太平洋地区のリーダーと祈りのパー
トナーたちが、祈りのサミットのために、イ
ンドのコーチに集まりました。そしてこの時
を祈りと主を求め、アリヤーに関してそれぞ
れの国において与えられている召しを理解
することができるように祈りました。

地域として、私たちは「霊的な知恵と理解力に
よって、神のみこころに関する真の知識に満
たされるように」（コロサイ１：９）祈っていま
した。１３か国の代表が、ニュージーランド
やアラブ首長国連邦やその他様々な国々か
ら集まりました。

私たちは、合同の祈りと預言的に導かれた祈
りにおいて、どのように土台を築くかを教えら
れました。私たちの願いは、主にある効果的
な祈りの軍隊となることであり、本当に祈り方
を知り、自分たちが生きている時代を見分け
ることのできる者となることです。そこから、
私たちは、「アリヤーの大路」（イザヤ６２：１

０）のために祈りました。主ご自身のあわれ
みと恵みが私たちに臨み、重要な時となりま
した！

効果的な祈り

ウィレムの言葉に熱心に耳を傾ける
私 た ち は 、今 年 の ６ 月 に 、クリス チャン
ズ フォー イスラエ ル インタ ー ナ ショナ ル

「Christians for Israel International」 と
いう団体の会長であるウィレム・グラスハウ
ワーをイギリスに迎えました。多くの人の忠
実な祈りの答えとして、集会のための扉が開
かれ、多くの牧師たちが、私たちの想像をは
るかに越えて昼食会に参加してくれました。
しかも、ウィレムがイギリスに来る前から、
すでに重要なコンタクトと関係が築き上げ
られていました。

ロンドン、ロックデール、マンチェスター、リ
ーズ、グラスゴー、パースにおいての集会に
は、何百人もの参加者があり、ある牧師の昼
食会においては、予定人数を上回る参加者で
した。ウィレムの神のみことばのミニストリー
は、アリヤーの重要性について心の深みから
分かち合っていましたが、参加者はよく受け取
っていました。みことばを掘り下げてさらに深
く理解したいという真の飢え乾きがありまし
た。それで、多くの方たちが、資料や本などを
購入していました。今回のツアーは多くの励ま

しと豊かな交わりの時となり、すばらしい時で
した。

このようにして、今後、教会で語ったり牧師た
ちとの関係を築いたり、アリヤーのための神
の計画と目的について広く分かち合う機会が
与えられる道が開かれました。

英 国

アリソン・イーストウッド
ALISON EASTWOOD
イギリスディレクター

アジア・太平洋

ニッキー・スタッケン
NIKI STUCKEN
ヤングアダルトチーム
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私は今年の５月から７月までの間、フラ
ンスからエベネゼルの支援によってアリ
ヤーした家族を訪れるために、イスラエ
ルを訪問しました。

このイスラエル滞在の目的は、フランスか
らのアリヤーがいかに祖先の地に定住し
適応しているかを知り、また彼らの必要を
分析して、問題に対して実際的な解決法を
見つけるための支援をするためでした。彼
らの話を聞くことを通して、私たちはフラン
スにおいてアリヤーの準備の支援を改善
していきたいと願っています。また、私たち
は現地の団体のネットワークを作り、オリ
ムがすべての面でイスラエル社会に適応
することができるようにしたいと願ってい
ます。そして何よりも、私たちは彼らを励ま
したいと願っています。なぜなら、アリヤー
というのは、確固とした決断と忍耐を要す

る大きな精神的チャレンジだからです。

今回の視察で、フランスからのオリムの状況
は様々であることがわかりました。中には非
常によく適応している人たちもいます。また
一方で大きなチャレンジに直面している人
たちもいます。適応とカルチャーショックは
非常に大変なものなのです。考え方とイスラ
エルのシステムは、フランスとは全く異なっ
ております。イスラエルにおいては、すべて
において大変な努力が必要です。そうしない
と、何一つ与えられることはないのです。

ハイファで私が訪れたある夫婦は、とても落
胆していました。夫婦ともに健康を害し、仕
事もなく望みも失っていました。しかし、私が
何度か彼らと会った後にある変化に気が付
きました。彼らは、何度かの訪問が彼らを励
まし、新しい勇気が与えられ、愛されている
と感じたと言っていました。私たちは、一緒
に祈る機会を持つこともできました！これは、
神様によって与えられた、本当に特別で力強
い時でした！

ネタニヤのある家族は、まったく反対でし
た。彼らには仕事があり、美しい住まいもあ
り、車もあり、非常によく適応していました。
彼らはとても幸せそうで、エベネゼルにも感
謝していました。

主は、今回のイスラエル滞在において、すべ
てにおいて私を導いてくださいました。この
方を通して、私たちは神の民を慰め、ユダヤ
人に対する神の愛を証し、彼らが約束の地
に帰還し、定住することを支援することがで
きるのです。

彼らの定住を支援する
イスラエル

ネリー・チェスネル
NELLY CHESNEL
エベネゼルフランス

〒062-8691 豊平郵便局私書箱37号
Tel&Fax: 011-813-3558（岡田）
offi  ce@ebenezerjapan.org
http://ebenezerjapan.org/
郵便振替（名称）エベネゼル緊急基金
(番号）02710-0-55842

Operation Exodus USA
PO Box 568 Lancaster 
NY 14086

Ebenezer Operation Exodus
International & UK Offi   ce
PO Box 9103, Bournemouth
BH1 9DA, UK
+44 (0) 1202 294455
enquiries@ebenezer-ef.org
www.operation-exodus.org

Phone: 716 681 6300
info@ebenezerusa.org
www.ebenezerusa.org 

Operation Exodus
A ministry of Ebenezer Emergency Fund International

Operation Exodus （出エジプト作戦）はエベネゼル緊急基金

の実際的な働きの名称です。すべての国々からユダヤ人がイ

スラエルの地に帰還するように支援しています。彼らが約束

の地に帰還するという神の計画と目的を宣言するべく1991

年に３人の人から始まりました。

イギリス本部、アメリカ、スイス、ドイツを中心に国際的活動

を展開し、さらにイスラエルを含めた２５カ国に各国代表者

と各国支部を配置しています。そして、旧ソ連諸国には実際

的な働きのために、数多くの活動の拠点を設置しています。

日本支部もその働きの一部です。

エベネゼル緊急基金日本支部


